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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

研究１年目には、規範・制度・臨床・社会という位相における自立と福祉の関係を総

合的に考察することを通して、自立概念の再検討と支援のあり方の見直しに関する研究

を行った。研究２年目には、研究１年目の研究成果を踏まえ、「ポスト自立社会」という

新たな社会像を「多元的共生」という概念で表し、社会福祉の理論・制度・実践の諸レ

ベルにわたって「多元的共生」概念が持つ可能性を考究した。  

「多元的共生」とは「すべての人が隔てなく、差別されることなく、多様性こそを認

めあい、独自の価値観や生活様式に互いに誇りをもち、尊厳と自由のなかで生きる権利

を有し、意思決定への参画と、社会発展の成果を共に享受するごとができるようにする」

ための概念だが、この新しい概念を、子ども、高齢者、障害者、女性、外国人、難民、

その他社会的支援を必要とする人たちが抱えている社会的諸問題（生活、労働、余暇、

貧困等）と関係づけ「多元的共生社会」を理論的・制度的・実践的立場から 検討した。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

2013 年度も各研究ユニットがそれぞれの検討課題に取り組んだ。その総合的な研究成果

の場として 2014 年 2 月 22 日に公開セミナーを開催し、各研究の成果をめぐって議論をか

わし、指定討論者（山梨学院大学・竹端寛氏、大分大学・廣野俊輔氏）より講評をいただ

いた。  

なお、本研究は、多元的共生社会を構築するための分析枠組み（「多元的共生社会の質

的再構築」のための条件、「多元的共生社会の質的再構築」向上のための条件の提示）を

用意しながら各研究ユニットの研究成果を整理した。「多元的共生社会の質的再構築」の

ための条件とは、具体的な生活場面や生活状況といった外的側面と被災者自身が自分の生

活や、過去のあるいは将来の人生についてどう感じ、考え、どの位満足しているかといっ

た内的側面のことを指している。また、「多元的共生社会の質的再構築」向上のための条

件とは、社会的・物理的・心理的支援を必要とする被災地の人々への「環境の整備」、「機

能性」「個別の支援」「心理的前提条件」「社会からの反応」のことを指している。  

以下、各研究ユニットの研究成果を「多元的共生社会の構想」理論的・制度 /臨床的・

社会的考察として以下に記し、最後に総合考察を行った。なお、共同研究者の庄司・田中・

松原・野呂・湯澤は、理論的枠組み・総合考察に参加した。  

 

①理論的考察  

河野は、現代社会を「ある人は、ある部分でマジョリティであると同時に、ある部分で

マイノリティに属する」ことがあり、「複雑な共生社会」であるとした。その上で、「多元

的共生社会」を構想するためには、 熟議・対話・態度・当事者中心・公共の舞台・文化・

対話の習慣という鍵概念を使い、「対話し議論する文化、相手の主張に耳を傾け、自分の

考えを批判的に検討する文化」「熟議の基礎となる対話する習慣」が求められると した。  

深田は、世間的には「異質な他者」と見られている重度障害者の自立生活運動を取り上

げ、介助者との関係のあり方を通して「多元的共生社会」の具体像を描こうとした。そし

て、「システムに回収されてしまわない人間のドラマ」の中にこそ真実があり、「他者とと

も に あ る こ と 」 の 具 体 像 を 確 認 す る こ と が で き る 人 間 関 係 こ そ が 大 切 で あ る と 結 論 づ け

た。  

 

②制度・臨床的考察  

百瀬は、新障害者基本計画（ 2013 年 9 月）の内容は「多元的共生社会」の概念に近いも

のになっているが、わが国が「多元的共生社会」であるためには、「無年金障害者問題へ

の対応」と「制度改革論議の連携」、つまり、障害者の所得保障の在り方についての検討

が行われることが強く望まれると指摘をしていた。  

酒本は、精神障害者の社会への完全参加を考える際、「自立（自律）という概念や社会

資源の調整だけでは不十分」であり、「精神障害者が主体的になってサービスを組み立て

ること」が必要であり、「共生社会」を構想するためには、「精神障害者が行為主体者とし

ての力を持っていることを再確認し、その力を生かしていくこと」が必要だと主張した。 

河東田は、知的障害者への性暴力が「共生」の最大の理解者であり推進者であるはずの

家族・親族・隣人・雇用主など最も信頼のおける身近な人から身近なところで起こされて

いる事実を取り上げ、なぜこのような事態が引き起こされてしまうのかを論じ、彼らが歴

史的・社会的に排除されてきた史実を整理していくことの必要性が指摘されていた。  

浅井は、日本の児童手当制度は、「 1960 年代前半の労働政策としての児童手当から、1960

年代後半の児童福祉理念の強調による児童手当へと変わり、「理念としてのイギリスモデ

ルと、制度としてのフランスモデルが折衷」したものとなっていた。また、1980 年代前後

の児童手当制度改革は、多元的共生社会に 向けた家族政策戦略の始まりであると結論づけ

た。  

杉浦は、「マタニティ・ハラスメント」とは「これまでの男性身体を基準にして作られ

てきた『労働だけする身体』の枠組みのなかで、女性労働者の身体性の問題を論じよう  
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とすることへの意義申し立て」、つまり、「多元的共生社会」を阻む「女性の身体性を抑

圧する」女性「差別」とも言える問題であると主張した。  

菅野は、新たな出生前検査と『遺伝カウンセリング』」につい て検討し、胎児との「新

たな関係性を視野に入れ、障碍を持った子どもを誰でもが出産する可能性があるという

事実」、つまり、「障害者との新たな共生社会」への模索が「さまざまな立場の妊婦や家

族そして関連する人々の利害の対立の中で迷走しながら形作られていく」ことになると

主張した。  

 

③社会的考察  

河東田は、被災地における「多元的共生社会の構築」を取り上げ、「ハンディキャップ

を持つ人と持たない人との支えあいが普通のこととして行われ、地域の中でハンディキ

ャップを意識することなく人生をいきいきと送ることができる」ようにすることを具体

化させること、誰もが支援を受けながらあたり前に生きられる社会づくりをしていくこ

とが必要だと指摘をした。  

 

④総合考察  

 各研究ユニットの研究成果を「多元的共生社会の構想」理論的・制度 /臨床的・社会的・

総合的考察毎に整理し、「多元的共生社会の質的再構築」のための条件や「多元的共生社

会の質的再構築」向上のための条件と照らし合わせてみると、各論者の主張の視点やポ

イントとなるものは全て内包されていることが分かった。例えば、河野が理論編で指摘

した「熟議」や「対話」「態度」「当事者中心」「公共の舞台」「文化」「 対話の習慣」など

は、全てこれらの条件に含まれていることが分かった。他の論者の視点やポイントも同

様に整理することができた。そこで、各論者の総意を河野の言葉を借りて要約すると次

のようになった。  

 「不利益を被っている人びと」や「マイノリティ」の人たちが置かれている社会的立

場には厳しいものがあるものの、私たちは、「不利益を被っている人びと」や「マイノリ

ティ」の人たちの視点から「社会の構成を問いなおし」、当事者の声を「公共の舞台」に

上げ、「さまざまなマイノリティの立場からの意見が反映される」ような社会を創ってい

く必要がある。そのために、私たちは、「対話し議論する文化、相手の主張に耳を傾け、

自分の考えを批判的に検討する文化」を創造し、「熟議の基礎となる対話する習慣」が持

てる「多元的共生社会」を構想して行くことが必要である。  

結果として、誰もが地域社会の一員として同じ価値と権利を持ち、活動できる社会が

「多元的共生社会」の共通のイメージと考えることができた。また、「多元的共生社会」

の核となる概念を「自己決定」や「生活の質」、「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイ

ン」とも位置づけることができた。さらに、今後は、「多元的共生社会の質的再構築」の

ための５条件（「環境の整備」「機能性」「個別の支援」「心理的前提条件」「社会からの反

応」）を有機的に整え、組み合わせ、融合させながら、「多元的共生社会」へと繋いでい

くことが必要になってくると思われた。  

※  この （様式２）に記入の、経過・成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控

え期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所）  

立 教 大 学 社 会 福 祉 研 究 所 公 開 セ ミ ナ ー  2014 年 2 月 22 日  立 教 大 学 池 袋 キ ャ ン パ ス 12 号 館   

④  その他（学会発表、研究報告書の印刷等）  

菅 沼 隆「 デ ン マ ー ク の 地 方 制 度 改 革 」、北 ヨ ー ロ ッ パ 学 会 第 12 回 研 究 大 会  2013 年 11 月 16 日  

立 命 館 大 学  

Tetsuya Kono ， “ Pain: A Phenomenological Approach”  Philosophy of Disability & 

Co-existence Project (UTCP/PhDC) 3rd International Conference,   Jan. 4, 2014, The 

University of Tokyo 他  

 


